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場所

次世代模型フェスティバル in ホビーのまち静岡

全国プラモデル
選手権大会

次世代模型フェスティバル in ホビーのまち静岡

君の手で 輝く未来を 組み立てろ。

静岡トヨタ自動車株式会社
静岡鉄道株式会社
サンコーマーク工業株式会社

関西模型卸会
トヨタユナイテッド静岡株式会社

NTT西日本 静岡支店
株式会社小糸製作所
常葉大学

静岡スバル自動車株式会社
大石機械株式会社

協立機械株式会社学校法人静岡理工科大学 静岡産業技術専門学校
有限会社オーシーテック

9：30～17：00 10：00～15：30

全国プラモデル選手権大会実行委員会

第2回

第2回

投票

一般来場者による投票を実施中！

※電子投票が不安な方は、受付のスタッフに投票したい作品をお伝えいた
　だければ、代わりにスタッフが電子投票を行います。

は、
こちらから！

https://logoform.jp/f/NkHxg

上記二次元コードから
投票できます！！

大会公式チャンネルでは、
プレゼンテーションや参加校インタビューなど

大会の様子を生配信しています！
一部時間帯の参加校インタビューのレポーターは

LINKL PLANETメンバー、
天川 れみ・尾本 侑樹奈・東恩納 瑠花が務めます！

®

全国プラモデル選手権大会
ホームページ
https://www.mokei-shizuoka.com/

全国プラモデル選手権大会
Xアカウント
@mokei_shizuoka

※「プラモデル」は日本プラモデル工業協同組合所有の登録商標です。

全国プラモデル選手権大会®

LINKL PLANETはBANDAI SPIRITSのアイドルユニットで、
プラモデルの楽しさを世界中に広める活動をしています。
静岡市プラモデル化計画のオフィシャルサポーターでもあり、静岡市
がプラモデルのまちであることを世界中に発信してくれています。

【公式】
全国プラモデル®

選手権大会チャンネル
https://www.youtube.com/@mokei_shizuoka

YouTube
生配信

での
実施中！

（2024 年 4月 大阪デザイナー専門学校より校名変更）

（12/13●のみ一部メンバーが来場）
 LINKL PLANETも来場します！

静岡市プラモデル化計画オフィシャルサポーター

土

あなたも審査員！気に入った作品に投票しよう！

投票してくださった方には、

プラモニュメント
ステッカーを
プレゼント！
プラモニュメント
ステッカーを
プレゼント！

天川 れみ 尾本 侑樹奈 東恩納 瑠花



経緯経緯
　静岡市では官民連携でプラモデルを活用したまちづくりを推進し
ており、特に子どもたちのものづくりへの興味関心を深める事業に
力を入れてきました。一方で子どもたちが幼少期から青年期に成長
を遂げるにつれ、生活スタイルの変化とともにものづくりへの興味関
心が薄れていくという課題がありました。こうした課題解決のため、
模型メーカー、市、教育関係者が連携し、青年期の中学生や高校生が
ものづくりに情熱を注ぐことができる模型の世界首都・静岡ならでは
のイベントを実施しようと本大会を開催することとなりました。

開催目的開催目的
ご 

挨 

拶

　本日は、「第２回全国プラモデル選手権大会」にご来場、またご
参加いただき、誠にありがとうございます。

　昨年の第１回大会は参加した高校生の作品に込めた熱い思い、
そしてそれを受け取る一般来場者の感動や興奮により大変な盛
り上がりを見せました。長年模型業界に携わってきた私も胸が熱
くなるものがありました。また、大会の様子が多くのメディアに取
り上げられたことで、ホビーのまち静岡の魅力を全国に広く発信
することができました。

　第２回大会では、昨年の25校から約2倍以上の62校の学校に
参加いただき、参加生徒数や作品数も倍増しました。
　参加校の内訳も、昨年の９都府県から今年は21都府県に拡大
し、全国各地から多くの高校生が集まってくれました。

　私たちは、本大会が将来的に、47のすべての都道府県から参
加校が集まり、野球の甲子園やラグビーの花園のように、全国の
高校生の憧れの舞台となることを目指しています。

　本大会の目的は、高校生のものづくりへの興味関心を喚起し、
未来を担う若い世代の創造力と挑戦心、そして社会で活躍できる
人間力を育てることです。
　参加生徒の皆様がこの大会を通じて学びを得て、自らのキャリ
ア選択に活かすことができれば、我々にとってこれほど嬉しいこ
とはありません。

　最後に、大会の開催にあたり、ご尽力いただいた関係者の皆様
方、多大なご支援をいただきました協賛者様、本日ご来場いただ
きました多くの皆様に、この場をお借りして心より感謝を申し上げ
ます。

全国プラモデル選手権大会実行委員長

長谷川 勝人
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［構成］静岡市、ホビー推進協議会静岡（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）、教育関係者㈱青島文化教材社、㈱ウッディ ジョー、㈱タミヤ、㈱ハセガワ、㈱BANDAI SPIRITS、
静岡商工会議所、静岡特産工業協会

主催/全国プラモデル選手権大会実行委員会

参　加　校：62校（うち1校はオープン参加）
参加生徒数：258名（うち13名は中学生）
出展作品数：272作品（審査対象：246作品、オープン出展：26作品）

参　加　校：25校（うち1校はオープン参加）
参加生徒数：124名（うち3名は中学生）
出展作品数：137作品（審査対象：103作品、オープン出展：34作品）
最優秀高校賞：神奈川県立商工高等学校
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第2回 全国プラモデル選手権大会 概要

第1回 全国プラモデル選手権大会 開催実績

（1）高校生世代のものづくりへの興味関心を喚起する。

（２）高校生が模型を通じて創造・企画・技術・構成・プレ   
　 ゼンテーション・コミュニケーション力といった、社会   
　 で活躍するための人間力を高める。

（３）ものづくりに興味がある同世代との交流を通じ、高   
　 校生のものづくりに対する多角的な視野を育むとと   
　 もに、同世代にものづくりの素晴らしさを普及啓発   
　 する人材を育成する。

HOBBY CITY SHIZUOKAHOBBY CITY SHIZUOKA

部門・コース

課題テーマ部門
部　門 コース 部門・コース説明

共通コース

ガンプラコース
メカトロウィーゴコース

コトブキヤオリジナル
IPコース

̶
̶ジオラマ部門

単体部門

単体、ジオラマ問わずに課題テーマ（「輝き」）に沿って制作された作品の部門です。

車、戦車、飛行機、戦艦等のスケールモデルから一部キャラクターまで、
様々なジャンルの単体作品のコースです。

「フレームアームズ・ガール」「メガミデバイス」「アルカナディア」、「創彩少女庭園」
「無限邂逅メガロマリア」のどれかを使用した作品のみのコースです。

ジオラマ作品のみの部門です。

ガンプラ作品のみのコースです。
メカトロウィーゴ作品のみのコースです。

全国プラモデル選手権大会について全国プラモデル選手権大会について



審査方法大会スケジュール

各賞選考方法

審査員紹介審査員紹介

大会スケジュール

12/13土

12/14 日

審査方法

各賞選考方法

※タイムスケジュールは変更となる場合があります。ご了承ください。

12/13(土）10：00～17：00、12/14（日）10：00～12：00
※各部門・コース毎に1番良いと思う作品を選ぶ。 ※投票方法は電子投票（スタッフによる代理投票も可）

開会式

大会1日目開始

10：00 大会2日目開始

一般来場者投票終了

17：00 大会1日目終了

10：30～12：00 プレゼンテーション16校

（一般来場者投票開始）

※プレゼンテーションは3分
　インターバル2分

※プレゼンテーションは3分
　インターバル2分13：00～16：00 プレゼンテーション33校

14：00～15：30 表彰式

❶一般来場者による投票

⑤一般来場者投票賞

③ベストプレゼンテーション賞

12/13(土）10：00～17：00
※全作品の中で1番良いと思う作品を選ぶ。 ※自分の高校の作品には投票できない。
※投票方法は電子投票

❸参加学生による投票

※該当する協賛者及び模型メーカー、模型誌の代表者が全作品の中から各１作品を選ぶ。
❹協賛者、メーカー、模型誌による審査

作  品  審  査：
プレゼン審査：

審査員は、塗装、工作、表現力を各10点満点合計30点満点で採点する。
審査員は下記の表に記載される項目を各５点満点合計25点満点で採点する。

❷審査員審査

10：00

12：00

審査・投票結果集計12：00～14：00

内容・構成 作　品 資　料 発表姿勢 発表時間
・制限時間内に
　おさまったか
・制限時間を目一杯
　活用していたか

・文字の大きさ
・図や写真のわかり
　やすさ

・視線
・声量
・スピード

・作品における着眼点、
　独創性（実現可能性
　も含む）

・わかりやすい話の組立
　ができているか
・伝えたいことが明確に
　なっているか

内　　容：プレゼンテーションが最も優れていた高校
選考方法：審査員審査のみで決定

⑨静 　岡　市　長　 賞 選考方法：②（２）の審査の中で、最優秀賞、優秀賞を除き、
　　　　  最も審査員審査による得点が高かった作品（全作品の中で１作品）

選考方法：②最優秀賞の中で審査員審査の点数が最も高かった作品とする。
             同点の場合は審査員が協議の上、決定する。

選考方法：大会特別協賛者である㈱ホンダカーズ静岡が全作品の中から１作品を選ぶ。

選考方法：大会特別協賛者である静清信用金庫が全作品の中から１作品を選ぶ。

選考方法：一般来場者投票で最も票を獲得した作品（全作品の中で１作品）
　　　　　※出展作品が少ない部門・コースの作品が有利とならないよう、得票調整を行う。

⑥学 生 選 出 特 別 賞 選考方法：参加学生による投票で最も票を獲得した作品（全作品の中で１作品）

④最  優  秀  作  品  賞

①最  優  秀  高  校  賞 選考方法：下記最優秀賞、ベストプレゼンテーション賞、優秀賞をそれぞれ３点、２点、１点に
             ポイント化し、得点合計が最も高い高校を最優秀高校とする。

⑪模 　 型 　 誌 　 賞

⑩メ  ー  カ  ー  賞 選考方法：㈱青島文化教材社、㈱壽屋、㈱タミヤ、㈱ハセガワ、㈱BANDAI SPIRITSの
　　　　　代表者が全作品の中から各１作品を選ぶ。

選考方法：月刊ホビージャパン、月刊モデルアート、隔月刊スケールアヴィエーションの
　　　　 代表者が全作品の中から各１作品を選ぶ。

⑦ホンダカーズ静岡賞
⑧静 清 信 用 金 庫 賞

②最 優 秀 賞 、優 秀 賞
内　　容：各部門・コースにおいて１位、２位の作品を選出
選考方法：一般来場者投票と審査員審査による。
　　　　　(1)一般来場者投票により各部門・コース上位５作品を選出
　　　　　(2)選出された各部門・コース上位５作品に対して審査員が審査を行う。

9：30～10：00
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※重複して賞を獲得する場合もあります

●神崎工業高等学校
●宮城県東松島高等学校
●星翔高等学校
●那須拓陽高等学校
●桜丘中学校・高等学校
●立花学園高等学校
●吉原工業高等学校
●駿河総合高等学校
●城北埼玉中学・高等学校

17
21
25
29
33
37
41
45
49

●神奈川工業高等学校
●開陽高等学校
●飛鳥未来きぼう高等学校 神戸元町キャンパス
●長野県長野工業高等学校
●実籾高等学校
●飛鳥未来きぼう高等学校 横浜みなとみらいキャンパス
●N高等学校
●静岡学園中学校・高等学校

19
23
27
31
35
39
43
47

●正則学園高等学校
●静岡市立高等学校
●鹿児島工業高等専門学校
●大谷中学校・高等学校
●京華商業高等学校
●飛龍高等学校
●星槎国際高等学校 浜松学習センター
●島田樟誠高等学校

18
22
26
30
34
38
42
46

●誠恵高等学校
●祐誠高等学校
●新渡戸文化高等学校
●徳島文理中学校・高等学校
●科学技術高等学校
●栄光学園中学高等学校
●府中工科高等学校
●京都文教中学校・高等学校

20
24
28
32
36
40
44
48

●三浦学苑高等学校
●いずみ高等学校
●平塚工科高等学校
●袋井高等学校

01
05
09
13

●蔵前工科高等学校
●商工高等学校
●沼津工業高等学校
●文化学園大学杉並中学・高等学校

03
07
11
15

●旭野高等学校
●佐野工科高等学校
●焼津中央高等学校
●岡崎工科高等学校

02
06
10
14

●静岡県富士見中学校・高等学校
●浜松工業高等学校
●静岡北高等学校
●一宮工科高等学校

04
08
12
16

10：00～11：00 プレゼンテーション12校 ※プレゼンテーションは3分
　インターバル2分

●有田中央高等学校
●清風中学校・高等学校
●産業技術高等専門学校 荒川キャンパス

50
54
58

●名古屋市立工業高等学校
●岡山理科大学附属高等学校
●豊橋工科高等学校

52
56

●尾道高等学校
●屋久島おおぞら高等学校
●田辺工業高等学校

51
55

●桜井高等学校
●神奈川総合産業高等学校
●大智学園高等学校

53
57

6059 61

プロモデラー
山田 卓司（審査員長）

プロモデラー/模型＆JOY代表
おぎの ゆか/右衛門

プロモデラー
笹原 大

デザイナー
モデリズム/小林 和史

プロモデラー
内藤 あんも

プロモデラー
オオゴシ トモエ

プロモデラー/クリエイター 模型専門誌編集者

教育関係者

月刊ホビージャパン 編集長
木村 学

月刊モデルアート 編集長
戸倉 健

アートボックス
『隔月刊スケールアヴィエーション』 副編集長

 村西 野安

国立大学法人 静岡大学 教授
芳賀 正之

数学塾Ueta代表/感性を育てる数学教師
植田 克彦

HOBBY CITY SHIZUOKAHOBBY CITY SHIZUOKA



会場案内図会場案内図
ツインメッセ静岡

男性用トイレ 女性用トイレ

エレベーター

駐輪場 エスカレーター

インフォメーション AED

身障者用トイレ

クリスマスフェスタ 2025も同時開催

次世代模型フェスティバル in ホビーのまち静岡

全国プラモデル
選手権大会会場

第2回

北館大展示場

入口

→
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

受　付
事務室

北館 中央棟

西館

第
1

小
展
示
場

立
体
駐
車
場

↑南部体育館

南館大展示場

※掲載順はプレゼンテーション順
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参加校の紹介
※掲載順はプレゼンテーション順

旭野高等学校
（愛知県）

参加メンバー
後藤　孝志郎（2年）

02

いずみ高等学校
（埼玉県）

参加メンバー
黒田　司（3年）

05

浜松工業高等学校
（静岡県）

参加メンバー
大塚　明之（1年）

08

佐野工科高等学校
（大阪府）

参加メンバー
南　瑠星
要　翔太
河野　壮真
大森　匡敏
渡邉　友那
飯沼　颯日
松岡　大河
大宅　弘人
杉本　陽斗
山添　広紀
立花　悠星
植本　悠太
下田　泰士
山口　璃久

06

商工高等学校
（神奈川県）

参加メンバー
北原　聖夏（3年）
佐藤　瑠久（3年）
髙鷹　息吹（3年）
小畠　大輝（3年）
大累　漱太（2年）
五山　羽麗（2年）
平田　梁（2年）
小池　康平（2年）
栗原　青空（2年）

07

蔵前工科高等学校
（東京都）

伊能　龍之介（2年）
兒玉　光征（2年）

大脇　幸武（2年）
奥寺　孝太（1年）

澤田　信（2年）
池田　錦太郎（1年）

03

参加メンバー

静岡県富士見中学校・高等学校
（静岡県）

参加メンバー
田中　琥珀（3年）
渡邊　太陽（1年）

04

三浦学苑高等学校
（神奈川県）

参加メンバー
今井　彩人（2年）
魚住　哲志（2年）

01
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08平塚工科高等学校
（神奈川県）

参加メンバー

髙橋　晃誠（3年）
山本　将大（3年）
竹内　悠大（2年）
竹内　健大（2年）
佐藤　匠（2年）
花房　心太朗（1年）
益田　颯（1年）
土屋　優太（1年）

09

文化学園大学杉並中学・高等学校
（東京都）

参加メンバー
湯浅　翔太（3年）
高藤　健太郎（2年）
下田　朋令（1年）
斎藤　春樹（1年）
毛受　司（中学生）

15 一宮工科高等学校
（愛知県）

参加メンバー
冨田　龍希（3年）
杉浦　大夢（1年）

16 開陽高等学校
（鹿児島県）

参加メンバー
九万田　大翔（2年）

23 祐誠高等学校
（福岡県）

参加メンバー
本村　士帥（3年）
野中　隼介（3年）

24

袋井高等学校
（静岡県）

参加メンバー
川本　悠太（1年）
宝田　拓己（1年）

13 岡崎工科高等学校
（愛知県）

参加メンバー
太田　悠斗（3年）
内田　楓（3年）
山田　美音（2年）
岡安　陽真（2年）
尾崎　颯人（2年）
市川　慶太（2年）
中根　一詠（1年）
堀　璃人（1年）
渡辺　蒼（1年）

14 宮城県東松島高等学校
（宮城県）

参加メンバー
阿部　准也（3年）
佐藤　公輝（3年）

21 静岡市立高等学校
（静岡県）

参加メンバー
佐々木　尚希（2年）

22

沼津工業高等学校
（静岡県）

参加メンバー
尾﨑　暁（2年）
勝又　大翔（2年）
中川　怜音（2年）

11 静岡北高等学校
（静岡県）

参加メンバー
佐野　夏樹（3年）

12

平塚工科高等学校
（神奈川県）

参加メンバー
髙橋　晃誠（3年）
山本　将大（3年）
竹内　悠大（2年）
竹内　健大（2年）
佐藤　匠（2年）
花房　心太朗（1年）
益田　颯（1年）
土屋　優太（1年）

09 焼津中央高等学校
（静岡県）

参加メンバー
森田　伊織（2年）
片岡　昴（1年）

10 神崎工業高等学校
（兵庫県）

参加メンバー
丸山　岳（2年）
大路　真士（3年）

17

誠恵高等学校
（静岡県）

参加メンバー
野口　明日嘉（3年）
荻島　鞍之介（3年）
髙橋　空雅（2年）
山本　匠人（1年）

20神奈川工業高等学校
（神奈川県）

参加メンバー
上杉　鷹太郎（2年）
川名　湊輔（2年）
山本　幸生（2年）
宇都宮　惇希（2年）
三浦　光貴（2年）
簑島　輝（2年）
川上　春太（1年）
清時　拓真（1年）

19

正則学園高等学校
（東京都）

参加メンバー
松本　匠矢（3年）
有賀　慧遠（2年）
海野　航平（1年）

18
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飛鳥未来きぼう高等学校 神戸元町キャンパス
（兵庫県）

参加メンバー
杉山　遼（1年）

27

那須拓陽高等学校
（栃木県）

参加メンバー
小黒　那央（2年）

29

長野県長野工業高等学校
（長野県）

参加メンバー
大賀　志穏（2年）
大島　結仁（2年）
中村　章人（2年）
山田　優太（1年）

31

星翔高等学校
（大阪府）

参加メンバー
瀬形　璃雄（3年）
二神　捷太（2年）
上田　凱士（1年）

25

徳島文理中学校・高等学校
（徳島県）

参加メンバー
久米　希典（2年）

32 飛鳥未来きぼう高等学校 横浜みなとみらいキャンパス
（神奈川県）

参加メンバー
小舘　悠人（1年）

39 栄光学園中学高等学校
（神奈川県）

参加メンバー
髙以良　龍（2年）

40

大谷中学校・高等学校
（京都府）

参加メンバー
石田　健吾（2年）
井上　雅仁（2年）
播磨　信喜（1年）
三木　煌景（1年）
岡本　陽寛（1年）
信貴　丈助（中学生）
上品　悠真（中学生）
東村　涼聖（中学生）
清水　俊司朗（中学生）
和田　彬宏（中学生）

30

鹿児島工業高等専門学校
（鹿児島県）

参加メンバー
小野　奏（3年）
毛利　優太（3年）
戸越　優月（3年）
浮邉　雄大（1年）
帆苅 琉唯（1年）

26

立花学園高等学校
（神奈川県）

参加メンバー
佐野　誠一郎（2年） 

37 飛龍高等学校
（静岡県）

参加メンバー
谷　颯太（3年）
島田　啓太郎（3年）
大木　康輔（3年）
遠藤　心温（2年）
波多　遼太（2年）
牧田　ひだか（2年）
西島　虎珀（2年）

38

新渡戸文化高等学校
（東京都）

参加メンバー
森脇　勇丸（3年）

28 実籾高等学校
（千葉県）

参加メンバー
斉藤　大士（2年）

35 科学技術高等学校
（静岡県）

参加メンバー
栗原　理央（2年）
吉岡　璃久（2年）
小林　侑永（2年）
朝比奈　英（2年）
山口　泰正（2年）

36

京華商業高等学校
（東京都）

参加メンバー
宮下　翔（3年）
安本　一輝（3年）
髙久　湊人（2年）
金子　厳太（2年）
青木　理紗（2年）

34桜丘中学校・高等学校
（三重県）

参加メンバー
秦泉寺ひかる（2年）
山田　在（1年）
今井　梗碁（1年）
八田　悠帆（1年）
六井　大悟（1年）
山田　宗典（中学生）
市岡　頼孟（中学生）
高木　景翔（中学生）
宮﨑　勇翔（中学生）
西川　崇登（中学生）

33




